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多成分コーン貫入試験結果の解釈 

その１ 土質性状タイプおよび換算Ｎ値 
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１ はじめ 

 近年、静的圧入による原位置地盤調査試験法の一種であるコーン貫入試験（CPT）が注目されている。その理由は、一

度の試験で多くのデータが得られること、データの信頼性が高いことなどが挙げられる。さらに最近では、簡易反力ア

ンカーが開発され、小型圧入装置を使用した穿孔掘進併用法によって、Ｎ値が４０位の硬質地盤にも適用可能になり、

コストパフォーマンスが良くなったことから、試験の数が増えつつある。しかしながら、コーン貫入試験では通常土試

料サンプルを採集しないため、目視による土質の分類ができなく、性状タイプによる分類となっている。筆者らはコー

ン貫入試験法および標準貫入試験法による土質判別結果の相違を明らかにするために、両試験法を同時実施し、土質判

別を行い、その結果を実際に採取した土の粒度分析の結果と比較検討した。また、CPT 試験結果に基づき、Jefferies and 

Davies(1993)が提唱した方法により換算した N60値についても標準貫入試験のＮ値と比較検討した。 

２ 試験概要 

２－１ コーン貫入試験 

 1)試験装置 反力装置、圧入装置、ならびにプローブは、それぞ

れプレボーリングタイプリピートアンカーシステム、小型軽量６

６DT 小型圧入機、ならびにサイスミックコーンを付加した５成分

コーン貫入試験用プローブを使用した。 

 2)試験手順 コーン貫入試験は穿孔掘進併用試験法を採用した。

穿孔掘進併用試験法は、地表からプローブを貫入させ、貫入不能

となった時点で一旦プローブを引き上げ、穿孔掘進してから貫入

試験を再開する試験法である。なお、オペレータの熟練度による

影響を確認するため、５ｍ離れた 2 つの場所で異なるオペレータ        図-1 コーン貫入試験結果 

によるコーン貫入試験を行った。 

２－２標準貫入試験 

標準貫入試験は、コーン貫入試験位置と 10ｍ離れた

位置で、半自動落下方式により実施した。 

３ 試験結果 

３－１コーン貫入試験結果 

コーン貫入試験結果（先端抵抗、周面摩擦および間

隙水圧）をまとめて図-1 に示す。オペレータの熟練度

によらず、2回の試験結果が殆ど同じであった。 

３－２ 標準貫入試験結果 

標準貫入試験の結果を図-2 に示す。 

４ 土質分類および土質性状タイプ分類結果 

土質性状タイプの分類は、Robertson(1990)が提案し

た正規化先端抵抗 Qt および正規化周面摩擦比 Fr を用

いた方法に基づいて行った。その結果を標準貫入試験

から得られた柱状図と合わせて図-2 に示す。各深度に

おける土質の種別がほぼ対応していることが判明した。    図-2 標準貫入試験とコーン貫入試験から求めた土質分類 

また、標準貫入試験から採集した土試料による粒度分    表-1 粒度分析と土質分類結果一覧表 

析結果による土質分類を土質性状

タイプ分類チャートにプロットし

た結果を表-1,図-2 に示す。この

結果から、今回のような中間土の

場合、粒度分析の結果とは若干の
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違いが見られ、土質性状によるタイ

プ分類は物理的性質によるものであ

ることが分かる。しかし柱状図と比

較しても、若干の違いが見られたこ

とから、目視による土質分類も個人

差，経験差が影響することは明らか

である。本調査位置の土質構成は、

地盤表層の砂、その下に鋭敏比の高

い粘土、さらに下にあるシルト混じ

り粘土、35 以深は礫混り細砂などか

ら構成されていることは明白である。 

５ 換算Ｎ値 

コーン貫入試験による先端抵抗 

qc と標準貫入試験により得られる

Ｎ値との間の相関関係が多くの研究者によっ

て提唱されてきた。Campanella および Robertson らはこれらの

研究を要約し、土質性状タイプを用いた qc とＮ60 値の関係を

提案した。しかしながら、粒径の大きさにほぼ比例して過大評

価となっていることは既発表報文のとおりである。今回は

Jefferies and Davies(1993)が提唱した方法により N60 値を換

算した。図-3 に示す正規化先端抵抗 Qt および正規化周面摩擦

比 Fr から土質性状 Ic 値を算出し、図-4 に示すようにＮ60値を

算出した。標準貫入試験から得られたＮ値と並べて図-5 に示す。 

GL-4.0m～GL-7.0m 付近の細砂層において、Ｎ60換算値はＮ値

の約 2～2.5 倍となっている。これは比較的浅い砂層の場合、標

準貫入試験の打撃により地盤に振動が生じ、Ｎ値が過少評価さ

れていることが考えられる。 

また、GL-11.0m～GL-18.0m のＮ=0 の軟弱粘性土層においては、

標準貫入試験のＮ値は 0 となっているのに対して、Ｎ60換算値

では 3～4 程度の結果となった。これは、コーン貫入試験が静的

な試験法であるため、鋭敏比の高い軟弱粘性土層においても強

度が適正に評価されることを示唆していると思われる。 

GL-32.0m 以深では断続的にＮ=50 の細砂層となっている。特

に GL-33.0m 付近では標準貫入試験のＮ値は 50 となっているの

に対して、Ｎ60換算値では 15 程度の結果となった。これは、コ

ーン貫入試験位置と標準貫入試験位置は 10ｍ離れていること

から、地層の違いが現れている可能性は否定できないものの、

動的影響や打撃効率、データの数などを考慮して、コーン貫入         図-5 Ｎ値と換算Ｎ60値の比較 
試験による N60換算値の方が適正であると思われる。 

６ 考察およびまとめ 

今回の試験により、中間土に対して、目視分類（標準貫入試験）および土質性状分類（CPT 試験）両方とも粒度分析

結果と、若干の違いが認められた。また、Jefferies and Davies によるＮ60換算値は、標準貫入試験のＮ値と比較して、

動的試験法と静的試験法による違いがあるものの、全般的によく合致していることが明らかとなった。動的影響や打撃

効率、データの数などを考慮して、コーン貫入試験による N60 換算値の方が標準貫入試験のＮ値よりも、地盤の真の強

度を表していると思われる。 

参考文献：Jefferies, M.G. and Davies, M.P. 1993.Estimation of SPT N values from the CPT, ASTM. 
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図-4 Ｎ60換算値と Icの関係 
Jefferies and Davies (1993) 

図-3 土質性状 Ic算出方法 
Jefferies and Davies (1993) 
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